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令 増
加
す
る
救
急
出
動
件
数
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和
6
年
の
菰
野
町
に
お
け
る
救

急
出
動
件
数
は
1
7
6
5
件
で

し
た
。
件
数
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
令
和

5
年
と
比
べ
る
と
少
な
い
も
の
の
、
町

民
の
23
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た

こ
と
に
な
り
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
救
急
出

動
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
6

年
中
は
集
計
を
開
始
し
た
昭
和
38
年
以
降

最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化

の
進
行
や
熱
中
症
患
者
の
増
加
な
ど
を
理

由
に
、
救
急
出
動
件
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

急
車
は
、
事
故
や
急
病
な
ど
、
命

に
か
か
わ
る
緊
急
性
の
高
い
症
状

の
傷
病
者
を
迅
速
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す

る
た
め
の
大
切
な
手
段
で
す
。
し
か
し
、

全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
て
い

る
な
か
、
軽
い
け
が
や
病
気
で
救
急
車
を

利
用
す
る
と
、
重
症
者
の
搬
送
が
遅
れ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
必
要

な
人
の
た
め
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救 救
急
車
の
適
正
利
用

▶全国版救急受診アプリ Q 助
スマートフォンやWebで使えるアプリで、画面に表示
される症状を選ぶだけで緊急度を判定してくれます。

▶三重県救急医療情報センター（医療ネットみえ）
けがや急病で、救急車を呼ぶほどではないが医療機関に
かかりたいときに診療可能な医療機関を紹介しています。
059-229-1199もしくは右記二次元コードから

消防署 救急救命士

安
あ

達
だち

大
たい

雄
ゆう

 消防士長

　救急搬送中の車内では、血圧や心電図などを
測って傷病者の状態を把握し、適切な処置を行
います。さらに、救急救命士は心肺停止や窒息
といった重篤な状況に陥っている方に医師の指
示を受けて高度な救急救命処置も実施します。
そのため、消防署内での訓練はもちろん、医療
機関での病院実習といった再教育もあり、常に
知識と技術の向上に努めています。

COMMENT

事 最
前
線
で
活
動
す
る
救
急
救
命
士

故
や
急
病
な
ど
の
緊
急
事
態
に
対

応
し
、
現
場
で
迅
速
か
つ
的
確
な

救
急
救
命
処
置
を
行
う
の
が
救
急
救
命
士

で
す
。
心
肺
停
止
な
ど
の
重
篤
な
症
状
の

傷
病
者
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
の
も
と

で
気
管
挿
管
や
薬
剤
投
与
な
ど
の
高
度
な

医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
命
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
冷
静
な
判
断
力
と
高
い
技
術

が
求
め
ら
れ
る
専
門
職
で
、
菰
野
町
の
消

防
署
に
は
現
在
14
名
の
救
急
救
命
士
が
い

ま
す
。
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め

に
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
存
在

で
す
。

▲町内の救急出動件数の推移

　
救
急
車
の
適
正
利
用
と
は
、「
救
急
車

を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
篤
な
症
状
が

疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
に

1
1
9 

番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き

や
、
今
す
ぐ
病
院
に
行
く
べ
き
か
わ
か
ら

な
い
と
き
は
、
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Qき
ゅ
ー
す
け助

」
や
三
重
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
症
状
の
緊
急
度
や
受
診
先
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。▶みえ子ども医療ダイヤル

子どもの病気・薬・事故に関することについて、医療関
係の専門相談員が電話で相談に応じます。
059-232-9955もしくは #8000

▲「静脈路確保（点滴を行う前に腕などの静脈に針
を刺して留置する処置）」の訓練を行う救急救命士
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②患者観察装置
傷病者の心拍数や心電
図、血圧、血中酸素飽和度
（SpO₂）などを確認できる
機器です。

③除細動器
心停止などで心臓が正常に拍動できなくなった
ときに電気ショックを与えることで心拍を回復
させるための機器です。街中や施設に設置して
あるAEDとはちがい、救急車内に搭載されて
いる除細動器は心拍数や心電図を確認しながら
処置が行えるようにモニターが付いています。

①ストレッチャー
傷病者を安全かつ迅速に搬送するための担架で
す。専用の固定装置でしっかりと固定され、車
内での揺れを最小限に抑えることができます。

④タブレット
心電図モニターやWEBカ
メラの映像、救急車の位置
情報を病院に送信するため
に使用します。

救急車内の設備紹介


